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201号1月2025年
令和7年新年のご挨拶

年頭所感

新年あけましておめでとうございます。

　平素よりGE薬協の運営にご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し

あげます。

2021年の薬機法違反事例により該当会社の業務停止、廃業により、医療用医薬品の多くにおいて供給が

不足し、供給不安を引き起こしました。加えて、新型コロナウイルスによる海外の製造所のロックダウン、

物流の停滞、同じく新型コロナウイルスによる疾病動向の変化、その後も製造所のトラブルや、安定性モ

ニタリング不良による全ロット回収など様々な要因が引き続き発生し、これらに対して適切に対応でき

ておらず、結果として医薬品の供給不安が依然として続き、患者様、医療関係者をはじめとする、多くの関

係者の皆様にご迷惑・ご心配をおかけしております。供給不安の解消に向けては、会員各社におかれまし

ては、新規設備投資や要員の増員、生産の効率化を図るなどして増産努力をして頂き、更に生産余力の強

化増強にも引き続き努めて頂いているところです。

　これまで、GE薬協は不祥事の再発防止に向けて製造管理、品質管理の強化、コンプライアンス・ガバナ

ンス・リスクマネジメントの再整備に力を入れて活動してきましたが、現在のジェネリック医薬品業界

に求められている喫緊の課題は、供給不安の解消です。長引く供給不安の解消に向けて、厚生労働省主導

の「後発医薬品の安定供給等の実現に向けた産業構造のあり方に関する検討会」の報告書では、後発品産

業に特有な産業構造の課題の解消が求められ、以下の点について提言されています。

1．全ての企業において製造管理・品質管理体制が整っていること（製造管理・品質管理体制の確保）

2．それぞれの企業において医薬品を安定的に供給できる体制が保たれるとともに、産業全体として必要

に応じて増産を行う余力のある体制が確保できていること（安定供給能力の確保）

3．収益と投資の好循環が確立しており、産業として持続可能な形になっていること（持続可能な産業

　構造）

日本ジェネリック製薬協会
会長　川俣 知己 氏
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201号1月2025年
令和7年新年のご挨拶

　GE薬協としてはこれらに対応するために、①安定供給責任者会議、②教育研修部会、③ JGA産業構造あ

り方研究会と新たに3つの会議体を立ち上げることとしました。GE薬協では、今年もジェネリック医薬品

の信頼回復に向けた取り組みを継続していくとともに、上記3つの新たな会議体を通した取組みを確実

に実行に移し、安定供給に向けて成果を出していく年としたい所存です。

　GE薬協一丸となって、1日も早く供給不安を解消し、患者様および医療関係者の皆様に「安心」して使

用いただけるジェネリック医薬品が安定的に市場に流通する状況を実現していきたいと考えておりま

す。会員各社のみなさまのご協力よろしくお願い申し上げます。

　最後に、本年が皆様にとって良い年になることを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただき

ます。
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201号1月2025年
令和7年トピックス

　日本ジェネリック製薬協会（以下GE薬協）では、会長新取組方針のひとつとして、安定供給責任者会議

の設置を示しております。

　安定供給責任者は、製薬企業の供給体制において、社内の複数部門と密に連携し、企業全体として安定

した供給体制を維持するための中心的な役割を担っております。そして安定供給責任者の設置を法令に

て位置付ける検討がなされているなど、安定供給責任者の重要性が増していく動きがあります。

　GE薬協では、会員企業の安定供給責任者によるネットワーク構築を図ると共に、安定供給に資する各

社の取り組み好事例などを共有し、各社の供給体制の強化に繋げたいと考えております。

　そこで現在、安定供給責任者会議を実施するための準備会合を行い、運営に向けた議論を行っておりま

す。今回は2024年12月4日に行われた第一回目の準備会合についてご報告いたします。

　第一回目準備会合は、対面とWebのハイブリッド方式で実施致しました。準備会合では、実質的な議論

が行える方の参加も可能と致しましたので、総勢約80名もの方からご参加頂きました。初めに川俣会長

から本取り組みに関する趣旨のご説明があり、本取り組みの理解を深めて頂きました。また会員各社の安

定供給責任者を協会に登録頂き、各社の安定供給責任者を常時把握する環境が構築されました。今後は各

社に実施致しましたアンケートをもとに、設置規約や安定供給に向けた各社好事例の共有方法、供給不安

懸念事象発生時のスキームに関する検討など、実効性の伴う運用にしていくために、2025年1月に予定

している第二回目の準備会合にて引き続き議論を継続する予定です。

安定供給責任者会議準備会合の実施報告
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委員会活動報告 201号1月2025年
令和7年

広報委員会

薬科大学の講義について

　薬学生向けの啓発活動の一環として、「学生向け教育資材」をもとに講義を行っております。次の4大学

において、講義の機会をいただきました。ご協力いただきました先生方に改めて感謝申し上げます。

　学生さんにとって、ジェネリック医薬品を理解する機会となり、ジェネリック医薬品を患者さんに自信

を持って勧められる薬剤師さんになってもらえたらと思います。

 

1．千葉科学大学　

講演日時：2024年11月01日(金) 09:05 ～ 10:35

形　式　：WEB

テーマ　：「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

講　師　：三宅 真二 （日本ジェネリック製薬協会　広報委員会委員長）

対　象　：薬学部薬学科　4年生　53名

　WEBでの講演となり学生さんの反応は直接聞けませんでしたが、アンケートを提出していただき、次

のようなコメントを頂いております。

●講義を受け、ジェネリック医薬品がいろいろの規制を受けて、品質有効性安全性を担保するように製造

　されていることが判った。

●ジェネリック医薬品の利用が、アメリカなどの海外で、日本より進んでいることを知った。

●医療費に国の予算が投入されていることで、国民皆保険の維持のために、ジェネリック医薬品の推奨が

　行われていることを知った。

●その他、医薬品の特許についてのご質問もありました。

 

2．同志社女子大学薬学部　

講演日時：2024年11月26日(火)

形　式　：対面

テーマ　：「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

講　師　：三宅 真二 （日本ジェネリック製薬協会　広報委員会委員長）

対　象　：4年生118名　　

J G A  N E W S 04



委員会活動報告 201号1月2025年
令和7年

広報委員会

　講義終了後の質疑で、直球で本当にジェネリック医薬品と先発品は同じなのかの説明を求められたり

しました。

　その他にも、アンケートで次のようなコメントをいただきました。

●味や匂いを抑えて服用しやすくする付加価値後発品の話を初めて聞いた。

●ジェネリック医薬品は先発と同じような薬事規制の下で、品質を確保されていること。副作用について

　も、同じように副作用被害救済制度の対象となっていることを知った。

●患者さんに安心して、ジェネリック医薬品を勧められると思った。

●品質の悪いジェネリック医薬品が製造されないような仕組みができているということを知ることがで

　きて安心した。自分が薬剤師になった時に、私と同じような疑念をもつ患者さんに仕組みを説明したい

　と思った。

 

 

3．九州医療科学大学薬学部　

講演日時：2024年12月06日(金)　13:10 ～ 14:40

形　式　：対面

テーマ　：「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

講　師　：三宅 真二 （日本ジェネリック製薬協会　広報委員会委員長）

対　象　：5年生55名

　講義後にアンケートを行い、学生さんから以下のようなご感想をいただきました。

●先発医薬品が処方されていた場合、患者に確認をとり、ジェネリック医薬品に変えることはあたりまえ

　のことだと思っていたが、この形式が決められたのは、2008年で、比較的最近の出来た物と知って驚

　きました。
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委員会活動報告 201号1月2025年
令和7年

広報委員会

●ジェネリック医薬品の使用促進については、保険点数の加算や、法律と絡めてお話されていて、非常に

　印象に残りました。選定療養の仕組みや、後発品使用促進策が日々新しくなっていることなので、今後

　も特に注目してゆきたい。

●ただ、安いだけでなく、今の医療の質を落とすことなく医療費を抑えることで、将来の負担を軽減する

　ことにつながるということを理解でき、より一層、ジェネリックに対して良い印象を抱くようになりま

　した。

●国試に出る問題数は少ない分野だけど、ジェネリック医薬品の使用が推進されている中で、現場に出る

　と必要な知識だと思うので、今回詳しく知ることができて、良かった。

 

4.昭和薬科大学

講演日時：2024年12月19日（木）13:00 ～ 14:20

形　式　：対面

テーマ　：「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

講　師　：中橋 弥里 （日本ジェネリック製薬協会　広報委員会委員）

対　象　：4年生138名

　講義後にアンケートを行い、学生さんから以下のようなご感想をいただきました。

●ジェネリック医薬品は、先発医薬品と効果が同じで、価格が安いそれだけのイメージが強かった。しか

　し、先発医薬品と少しの差で患者の体内に合う、合わないがあることを学んだ。薬を服用する患者と距

　離の近い薬剤師がその差を理解し、患者によりそう必要があるように感じた。

●ジェネリック医薬品は安価で開発期間も短いため、簡単に製造されていると思っていましたが、多くの

　工程や試験があり、とてもおどろいた。

J G A  N E W S 06



委員会活動報告 201号1月2025年
令和7年

広報委員会

●値段だけでなく、アドヒアランスを上げるための製剤工夫が行われていることを知り、自分が薬剤師と

　して患者に接する際には、飲みやすくなるなど値段だけではない説明もできたらいいなと思う。

●国の負担する医療費を減らすために上手く使っていかなければいけない。思っていた倍以上、しっかり

　と有効性安全性の試験が行われている。

●「医療の質を落とすことなく」という点がとても大切だなと思いました。

●先発品からジェネリック医薬品に変更したきっかけをみると、薬剤師からの説明が最も多くなって    

　いたことから、ジェネリック医薬品の使用促進は薬剤師が重要な役割を担っているということが分

　かった。
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201号1月2025年
令和7年賛助会員から

伊藤忠ケミカルフロンティア株式会社

　弊社は伊藤忠商事株式会社の中核事業会社で、医薬品・化学品に特化した専門商社です。

21世紀初頭よりジェネリック医薬品業界に参入し現在に至るまで様々な取り組みをしておりますが、今

回はインドでの弊社の取組について紹介いたします。

　ジェネリック医薬品参入当初、弊社の調達先は開発が先行していた欧州や、抗生物質や抗がん剤などの

製造設備保有で先行していた韓国・台湾などであり、当時日本品質の要求に目を向けてくれないインド

とはなかなか実績を積み上げていく事が難しい状況でした。しかし現在はジェネリック医薬品産業の成

長と共に、中国に次いでインドが重要な調達国の1つとなっております。

　インド原薬の採用実績が増えている主な要因として、グローバルサプライチェーンにおける生産・輸

出拠点としてのインドの地位が向上しており、さらに中国などからの輸入に依存する重要製品（医薬中

間体や原料）の国内生産強化を通じた経済安全保障の確保を進めている事があると考えております。弊

社での医薬品原薬における当局へのマスターファイル登録においても上流工程についての確認・供給能

力等の精査が重要であり、インド国内生産強化は安定供給及び品質管理における重要な要素となってお

ります。さらにインド国内の医薬品市場は足元の約9兆円から2030年には18兆円へと2倍に拡大すると

の試算もあり、インドの人口も昨年中国を追い抜いて約14億人となり実質GDP成長率も中国を上回って

いる状況です。益々インドはジェネリック医薬品原料の中国に続く重要な調達国へとさらに進化・発展

する事が期待されております。

　重要性が増しているインドからの安定調達をより確実にする為に、昨年4月に医薬品原料の実務担当

経験者を伊藤忠商事のムンバイ支店へ駐在員として派遣しました。ムンバイ支店は、医薬・医療の統括と

して化学品のインドの拠点であり、医療関連の担当者をインドへ派遣するのは伊藤忠グループとして初

めてとなります。

　インドの医薬品市場が大きくなれば、開発される医薬品の数が増え、又製造するサイト・設備も日々増

加・変化していく事が予測されます。単にプロダクトリスト、製法、品質データのみでの判断に頼らず、日

本のパートナー様と長期的かつ安心して原薬を使用いただく為には、よりインドサプライヤーに近い立

場でのコミュニケーションを図る人材をインドに駐在させ育成し、日本の要望に寄り添えるサプライ

ヤーとの信頼関係を強く構築していく事が重要と考え駐在派遣が決定されました。皆様のご要望・ご意

見・ご指摘を真摯に受け取り、駐在員と試行錯誤しながら様々なプロジェクトを進めている状況です。イ
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201号1月2025年
令和7年賛助会員から

ンドからの安定供給に寄与しジェネリック医薬品業界の貢献に努めてまいります。

　最後に、インドからの調達先という視点での今回寄稿いたしましたが、伊藤忠グループ全体で医療・医

薬品関連企業の開拓や関係構築、投資案件の発掘、欧米や他のアジア地域間の取引も視野にいれておりま

すので、是非パートナー様と共に日本に限らず医薬品業界の発展に貢献していきたいと考えております。

　変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
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201号1月2025年
令和7年ちょっと教えて

診療報酬・調剤報酬

　後発医薬品に関連し、変更調剤、一般名処方や長期収載品の選定療養などに関するご質問を多数いただ

きます。今回は、その中からよくあるご質問などをピックアップし、ご紹介します。

処方箋において変更不可とされていない処方箋については、後発医薬

品への変更調剤が認められていますが、基礎的医薬品への変更調剤は

認められますか。 

基礎的医薬品であって、それらが基礎的医薬品に指定される以前に変更調

剤が認められていたもの（「診療報酬における加算等の算定対象となる後

発医薬品」等）については、従来と同様に変更調剤を行うことができます。

なお、その際にも「処方せんに記載された医薬品の後発医薬品への変更に

ついて」（平成 24 年3月5日付保医発 0305 第 12 号）１）に引き続き留意

してください。２） 

変更調剤

＜ 参考資料 ＞

【後発医薬品と同様に変更調剤が認められる基礎的医薬品等の一覧について】※ 

基礎的リスト（Excel版） 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.mhlw.go.jp%2Ftopics%2F2024%2F04

%2Fxls%2Ftp2024_kiso.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK 

基礎的リスト（PDF版） 

https://www.mhlw.go.jp/topics/2024/04/dl/tp2024_kiso.pdf 

※上記リストについては、厚生労働省ホームページ「薬価基準収載品目リスト及び後発医薬品に関する情報について」に掲載されてい

ます。上記リンクは「令和6年12月6日適用」のページのものです。 

本ページは随時更新されます。最新の情報でご確認いただきますようお願いいたします。 
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201号1月2025年
令和7年ちょっと教えて

診療報酬・調剤報酬

処方箋の交付にあたっては、後発医薬品のある医薬品を一般名処方で

行った場合、保険医療機関では「該当する医薬品の薬価のうち最も低い

ものの薬価とみなす」とされていますが、保険薬局において当該処方箋

を調剤する際にも、最も低い薬価の後発品を調剤しなければならない

のでしょうか。 

患者と相談の上、当該薬局で備蓄している後発医薬品の中から選択するこ

とで差し支えありません。３） 

後発医薬品の処方・調剤において、製薬企業から限定出荷の案内がな

い場合でも入手が困難な場合があります。このような場合、先発医薬品

を調剤する必要性がありますが、特別の料金は発生するのでしょうか。 

「当該保険医療機関又は保険薬局において、後発医薬品の在庫状況等を踏

まえ、後発医薬品を提供することが困難な場合」について、出荷停止、 出荷

調整等の安定供給に支障が生じている品目かどうかで判断するのではな

く、あくまで、現に、当該保険医療機関又は保険薬局において、後発医薬品を

提供することが困難かどうかで判断してください。４） 

長期収載品の選定療養

一般名処方
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201号1月2025年
令和7年ちょっと教えて

診療報酬・調剤報酬

＜ 参考資料 ＞ 

１）「処方せんに記載された医薬品の後発医薬品への変更について」（平成 24 年3月5日付保医発 0305 第 12 号） 

　　https://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/iryouhoken15/dl/tuuchi1-4.pdf 

２）厚生労働省保険局医療課事務連絡 疑義解釈資料の送付について（その4）（平成30年5月25日） 

　　https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000208562.pdf 

３）厚生労働省保険局医療課事務連絡 疑義解釈資料の送付について（その1）（平成24年3月30日） 

　　https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken15/dl/zimu2-1.pdf 

４）厚生労働省保険局医療課事務連絡 長期収載品の処方等又は調剤の取扱いに関する疑義解釈資料の送付について（その１） 

　　（令和6年7月12日） 

　　https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001275325.pdf 
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お知らせ 201号1月2025年
令和7年

ジェネリック医薬品数量シェア分析結果について

J G A  N E W S 13



知っ得  豆知識！
201号1月2025年

令和7年

　平成20年度以降に薬価基準への収載を希望する後発医薬品については、その承認に当たって標準製剤

となった先発医薬品（以下「標準先発品」という。）が有する規格を、全て揃えて薬価基準収載することが

求められており、標準先発品が有する規格で、医療上必ずしも必要でないと考える規格がある場合には、

製薬企業の報告に基づき個別に判断することとされています。このように、後発医薬品については、その

収載に当たり必要な規格がすべて揃っていることを原則とする「全規格揃え」が通知1)により求められ

ています。

 

　　　　引用：第11回医薬品の迅速・安定供給実現に向けた総合対策に関する有識者検討会　資料1

　また、後発医薬品の規格揃えに関するQ&A2)が発出されており、下記に一部を紹介します。

 

後発医薬品の全規格揃えについて 

広報委員会
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201号1月2025年
令和7年知っ得  豆知識！

　このような規格揃えの原則については、需要の少ない規格（非汎用規格）もあるが、製造技術上少量の

生産が困難であることから、一定の廃棄数量分を含んだ製造がなされており、赤字品目となっている製品

があります。そのため、令和6年5月22日に取りまとめられた「後発医薬品の安定供給等の実現に向けた

産業構造のあり方に関する検討会」の報告書3)には、少量多品目生産の適正化等生産効率の向上のための

方策として以下のような提言がなされています。

●後発医薬品の薬価収載時は全規格を取り揃えることを原則としつつ、安定供給が求められる収載後5

　年間を経過した後は、医療現場での使用状況を踏まえ、医療上の必要性等に照らして全規格を取り揃え

　ることが必ずしも必要ではないと考えられる品目について、一部の規格のみであっても供給停止・薬

　価削除プロセスを適用できるようにすることを「医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議」等

　において検討すべきである。

●また、薬価収載後5年を待たず、薬価収載時に医療上必ずしも必要でないと考える規格がある場合の取

　扱いを明確化することも検討すべきである。

●なお、全規格を取り揃える企業とそうでない企業が出てくることから、企業ごとに有利不利が生じない

　よう配慮が必要であるとともに、規格が揃わないことにより医療現場での調剤に影響が生じないよう

　にすべきである。

広報委員会
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201号1月2025年
令和7年知っ得  豆知識！

　薬価削除プロセスに関しては、令和6年8月7日に「医療用医薬品の供給停止及び薬価削除について」と

して薬価削除手続きの明確化および、徹底条件下での簡素化が示されました。4)

　「後発医薬品の安定供給等の実現に向けた産業構造のあり方に関する検討会」での協議を踏まえ、「医

療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議」にて議論が進められ、運用基準案が示されました。薬価削

除については、当該後発医薬品の薬価収載後5年経過している規格の場合、現在関連文書等において、全

規格揃えの対象外として相談することが可能な事例として記載されているものについては、供給停止・

薬価削除プロセスを適用可能とされています。

　一方で薬価基準収載時には、現在、後発医薬品の規格は、原則、先発品が有する規格を全て揃えて保険収

載することを求められている中で、医療上必ずしも必要でないと考えられる規格については、厚生労働省

に個別相談することとなっていますが、全規格揃えの対象外とすることが可能かについては、対象事例が

具体化・明確化されていません。必要な規格を揃えつつ、規格揃えの原則の合理化を図るため、後発医薬

品の全規格揃えの対象外とすることを相談できる事例として、今回新たに、以下の内容が示されました。 5)

●対象外としようとする規格が、先発品において追加収載された規格であり、成分内の数量割合が3%以

　下であることが十分に推察可能で、他規格を代替品として用いることが可能である場合

●対象外としようとする規格が、先発品の特許期間満了後5年以上経過している成分であって、成分内の

　数量割合が直近5年間で3%以下であり、他規格を代替品として用いることが可能である場合

 

広報委員会
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201号1月2025年
令和7年知っ得  豆知識！

　　　　引用：第17回医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議　資料5

　今後、通知により、上記取り扱いが明示されるものと考えられます。

1) 後発医薬品の必要な規格を揃えること等について（2006年3月10日 医政発第0310001号）

https://www.mhlw.go.jp/bunya/iryou/kouhatu-iyaku/dl/06.pdf

2)「後発医薬品の必要な規格を揃えること等について」の一部改正について（2020年11月17日 医政経発1117第6号）

https://www.pmda.go.jp/files/000250574.pdf

3)後発医薬品の安定供給等の実現に向けた産業構造のあり方に関する検討会　報告書

https://www.mhlw.go.jp/content/10807000/001256227.pdf

4)医療用医薬品の供給停止及び薬価削除について

https://www.mhlw.go.jp/content/10807000/001285978.pdf

5)第17回医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議　令和6年10月21日

資料5 後発医薬品の全規格揃えについて

https://www.mhlw.go.jp/content/10807000/001318554.pdf

広報委員会
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COP便り 201号1月2025年
令和7年

国家公務員が参加する
立食パーティーにおける 「多数の者」とは？

　国家公務員が参加する立食パーティーにおける「多数の者」と
は、「20名程度以上の参加者」と考えてよいか？?

A 回答

参考

国家公務員倫理規程 論点整理・事例集 （令和５年改訂版 ver.2）

Ⅳ 供応接待について

１ 多数の者が出席する立食パーティーにおける利害関係者からの

飲食物の提供について

https://www.jinji.go.jp/content/000000404.pdf

（COP便り：バックナンバー）

https://www.jga.gr.jp/jgapedia/cop.html

　国家公務員は、倫理規程（第3条第1項第6号）により、利害関係者から供応接待を受けることが禁止さ

れています。一方で、倫理規定（第3条第2項第6号）により、「多数の者」が出席する立食パーティーにお

いて、利害関係者から飲食物の提供を受けることが例外的に認められています。
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201号1月2025年
令和7年活動案内

　
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
　
○
○

WEB併用

知的財産委員会
安定供給責任者会議
信頼性向上PJ常任委員会
総務委員会
流通適正化委員会
広報委員会(幹事会) 
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
薬価委員会(幹事会)
政策委員会政策実務委員会
ＣＯＰ委員会
広報委員会ニュース・講演部会
薬制委員会（幹事会） 
正副会長会・理事会
安全性委員会(幹事会)
倫理委員会
薬価委員会(幹事会) 
薬制・品質・製剤研 正副委員長会議

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃

4日

10日

11日

12日

13日
16日
18日
19日
20日

24日
25日

開催日 委員会 開催場所

12月

今月の予定

日誌

品質委員会(幹事会)
国際委員会
知的財産委員会
バイオシミラー委員会
総務委員会
くすり相談委員会
薬価委員会(幹事会) 
政策委員会政策実務委員会
品質委員会(幹事会) 
信頼性向上PJ常任委員会
正副会長会・理事会
新年講演会・賀詞交歓会
品質委員会(幹事会) 
安全性委員会
広報委員会ニュース・講演部会
安定供給責任者会
品質委員会(幹事会)
品質委員会全体会議
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
薬制委員会(幹事会)
薬制委員会全体会議
薬事関連委員連絡会
信頼性向上PJ(MR教育研修検討チーム)
倫理委員会 

WEB開催のみ
〃
〃
〃

日本ジェネリック製薬協会会議室
CIVI研修センター新大阪東

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
東京プリンスホテル会議室

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

新大阪丸ビル会議室
WEB開催のみ

6日
7日
8日
9日

10日
15日
16日

17日
20日
21日

22日

23日
24日

29日

30日
31日

　

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

開催日 委員会 開催場所 WEB併用

1月
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編集後記 201号1月2025年
令和7年

　2025年、新しい年の始まりに、静けさを纏った一冊の本を手にしました。ハン・ガンの『少年が来る』。

1980年の光州事件を背景に、人間の記憶と苦痛、そしてその先に見出される希望を描いた物語です。

　その中心にいるのは、ドンホという一人の少年。彼の死はただの個人的な悲劇ではなく、時代の残酷

さを象徴する出来事として深く心に刻まれます。しかし、この物語がただの嘆きや悲しみに終わらない

のは、ハン・ガンがそこに沈黙の力を見出し、描き出しているからです。彼女は、この沈黙を「ただの空

白ではなく、記憶や抵抗を宿した表現」として捉えます。そして、語られなかった声が、静けさの中で強

く響く様子を読者に伝えるのです。

　私はこの沈黙に触れながら、私たちの仕事について考えました。ジェネリック医薬品という分野に携

わる日々の中で、私たちもまた、多くの「声なき声」に応えることを目指しています。薬を手に取る患者

さんの不安、期待、そして時に沈黙の中に潜む信頼や疑念。それらに気づき、その一つひとつに応えるこ

とが、私たちの責務なのだと感じました。

　ジェネリック医薬品は、経済的な負担を軽減し、多くの患者さんに医薬品を届ける重要な役割を担っ

ています。しかし、それは単なる「代替品」ではありません。その背景には、「選ばれる薬」であるための

努力が欠かせません。品質を保証し、透明性を保ち、患者さんが安心して手に取れるようにする。これら

の営みは目立つことはなく、まさに沈黙の中で築かれる信頼にほかなりません。

　『少年が来る』の物語の中で、人々は暴力の記憶と向き合い、それを未来へとつなぐために生きてい

ます。それは、過去をただ記憶するだけではなく、その痛みを糧により良い未来を目指す姿です。この姿

勢は、医療を取り巻く環境が変化し続ける現代において、私たちの仕事にも通じるものがあるように思

います。患者さん一人ひとりの生活に寄り添い、安心と信頼を届けること。それが、私たちが目指す未来

の一端です。

　ハン・ガンの筆致は、静けさの中に宿る強さを描きます。それは、沈黙を通じて記憶や痛みを共有す

る人々の姿であり、言葉にされない真実をすくい上げる手法です。私たちが提供する薬もまた、言葉を

超えた信頼を通じて、患者さんの生活を支える存在でなければなりません。それが、私たちの仕事の意

味であり、未来に向けた責任だと信じています。

沈黙が語るもの̶ハン・ガン『少年が来る』を読んで
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編集後記 201号1月2025年
令和7年

（Y.S）

　2025年が、皆さまにとって健康と希望に満ちた一年となることを心より願っています。そして、私

たちもまた、信頼される医薬品を届けるという目標に向かって歩みを進めてまいります。この新しい年

が、静かでありながら力強い変化の年となることを願ってやみません。
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